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NPO法人 子育て応援ナビぽっかぽか 

プラス 

    4月 2日（木） 
 10時から15時まで 

  4月 9（木） 
 10時から15時まで 

  4/23（木）は、きく 
ちゃんが来てくれるよ！ 
相談したいことがある人 
は、ぜひ来てくださいね 

  ひろばに専用駐車場はありませ

ん。近隣の有料駐車場を御利用
ください。ひろば周辺の駐車場は
すべて月極駐車場ですので、絶
対に駐車はしないでください。 

 11時30分から13時

は、ランチタイム！お
弁当を持ってきて皆
で食べましょう♪ 

児童精神科医 佐々木 正美先生 

「子育てプラス」 
                 

  

  4月23日（木） 
 10時から15時まで  食事の意味や意義を考えるとき、それはおいしいものを腹いっぱい食べればいいと

いう、単純なものでないことはいうまでもありません。 
 私たちは何か祝い事があるとき、ほぼ確実にテーブルを囲みます。家族や友人、
親しい人々と一緒に食事をしながら歓談することは、誰にとっても大きな喜びなのです。
喜びのときばかりではありません。大切な家族や友人を亡くした悲しみのときも、通夜や
告別式のあとに食卓を囲み、癒しを分かち合います。この喜びや悲しみの分かち合い
は、最も人間的な感情の交換であり、人間性そのものの交流です。人間が、人間と
しての機能を高めていくためのは、他に例えようもなく大きなものがあります。人間が健
康に生きて成熟していくためには、二つの根源的な欲求があります。一つが食べること
への欲求で、もう一つが人間関係を求める欲求です。ですから養育者や教育者が
もっとも心をこめて気遣う必要があるのは、食事と人間関係の構築です。現在のアメ
リカで、乳幼児精神医学の研究と臨床活動で、もっとも精力的に働いている医学者
の一人に、ブルース・Ｄ・ペリーという人がいます。彼は言いました。泣いている赤ちゃ
んの要求に何千回となく応えることが、その子が将来、「人間との関わり」に喜びを
感じるための、健全な能力を得る助けになる、と。                            
      ※響きあう心より              

    ★お花見シーズン楽しみですね★  

 寒さも和らぎ、桜の開花予想が気になる季節がやってき
ました。桜は観賞用というよりは農作物の出来を占う花で
した。桜を鑑賞し始めたのは平安時代からです。桜の下
で菓子を食べる風習は、豊臣秀吉の行った花見で、諸国
から珍品や菓子が集められたことがきっかけになったと
言われています。 
  江戸時代になると庶民も花見をするようになり、それと

共に、おなじみの赤（桜色）と緑と白の三色団子が登場し
たようです。この3色の組合せが一般的で、赤は桜を表し

て春の息吹を、白は雪で冬の名残を、緑はヨモギで夏へ
の予兆を表現しているという一説があります。別の説で
は、赤と白が紅白の縁起物、緑が邪気を払う、という意味
があるそうです。 

  4月16日（木） 
 10時から15時まで 

きくちゃん 

  4月30日（木） 
 10時から15時まで 


